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第 8回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

グローバル時代を生き抜く力の養成と大学における日本語教育を考える

-大学から社会への橋渡しを視野に- 

主催 大阪大学国際教育交流センター
 
 

背景および趣旨 
 

グローバル化に伴い、国や地域を超えた人、物、情報の動きが激化しています。大学にお

いても国際化を巡る動きは一層加速しており、人材獲得の競争も今後さらに激しくなって

いくことが予想されます。大学教育においても、グローバル化に対応できる人材、いわゆ

る「グローバル人材」の育成の必要性が論じられる中、批判的な見方もあります。それは、

グローバル化に対応する人材の育成が経済面だけに矮小化せず、かつ過度な競争に走らな

いよう、社会的・教育的な本質を再認識すべきであるとの見方であろうと思われます。

大学教育の目標は、不透明で複雑化するグローバル時代を生き抜くための力の養成であ

り、大学の国際化の環境の下で、高度な教養と豊かな知性を育むとともに、領域を超えた

コミュニケーション力を身につけ、多様性の中で調和を創りだしていく主体の力の養成に

置かれるべきでしょう。このような展望の下で、大学における留学生のための日本語教育

も、円滑な異文化適応への支援を基盤に、アカデミックな活動に有用な日本語教育はもち

ろんのこと、日本人や母語・母文化の異なる学生や研究者と協働できる行動力の涵養と社

会への橋渡し、さらにはグローバル社会での主体の学びと成長を視野に入れていくことが

求められると考えます。

以上のような背景をもとに、今年度の協議会においては、グローバル時代を生き抜くた

めの力の養成と大学における日本語教育を、主なテーマとして設定し、異なる学問領域か

らの情報や知恵の共有をも行い、かつ、今後の日本語教育・研究への示唆を得たいと考え

ました。

会においては、「支援（SHIEN）学」の観点から、また企業におけるコミュニケーション

論の観点から、２名の専門家の先生方よりご講演をいただきます。また、国際教育交流セ

ンターからも中級以降の専門日本語教育の実践を踏まえて研究発表を致します。

この機会を通じて、専門日本語教育の現状における問題点を共有した上で、課題と展望

について活発なディスカッションが展開されることを期待しております。 



































































































































舘岡 康雄 先生 (2) 舘岡 康雄 先生 (1) 

戎谷 梓 先生  

金 孝卿 特任准教授 

「第 8 回大阪大学専門日本語教育研究協議会」 講演風景 
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全体討論のパネリストと司会 

会場の様子 (1) 

質疑応答の様子 

会場の様子 (2) 
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